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研究成果の概要（和文）： 

日本のエンタプライズ系ソフトウェアのベンダー企業におけるソフトウェア・エンジニアリング能力

、経営力、経営環境の関係性について、人材育成力、プロジェクト管理力、品質管理力が起点とな

り、顧客接点力、開発技術力、プロセス改善力、アウトプット力を向上させ、収益性や安定性等の

経営力のレベルや成長に影響を与える因果構造が統計的に実証された。また、日本のIT産業構造

の課題が国際比較やシミュレーションによって示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
IT firms maintaining high levels of deliverables, which are derived from high levels of 
human development, quality assurance, project management and process 
improvement, tend to sustain high profitability and stability in the long-term 
statistically significantly. Also, the issues on IT industry in Japan are suggested 
through the results of international comparison and simulation. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本のソフトウェア産業、特にエンタプ
ライズ系ソフトウェアのユーザー企業は、ベ
ンダー企業が開発するソフトウェアの価
格・品質・納期・生産性に対して必ずしも満
足している状況ではない。また、日本の IT
ベンダーは、開発基盤の技術革新、中国やイ
ンドなどの新規参入企業の脅威を凌ぎなが
ら、ユーザーの期待に応えるために、自らの
競争力を一層強化していく必要がある。その
ため、ソフトウェア産業の構造や競争環境に
ついての課題整理や方向性検討に資する知
見を蓄積し、産学官が一体となった施策を検

討することが求められている。学術的には、
中長期的な展望からソフトウェア工学だけ
でなく経営学の視点も加えて、ソフトウェア
産業の実態と構造に関する理解を深めるこ
とが重要である。 
(2)経済産業省と 2005～2007 年度にかけて行
った基礎調査では、ソフトウェア・エンジニ
アリングへの取組みの優秀さを示す評価指
標である SE 度を独自に開発した。SE 度は、
アウトプット力、プロジェクト管理力、品質
管理力、プロセス改善力、開発技術力、人材
育成力、顧客接点力の 7因子から構成される。
本研究課題では、基礎調査で収集したデータ
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に財務データを加えて、経年比較と国際比較
を行いながら、日本のソフトウェア産業の競
争力規定要因の関係性を解明する。 
 

２．研究の目的 

(1)SE 度、経営力、経営環境の関係性を解明
する。基本的な仮説は、IT ベンダー企業のソ
フトウェア・エンジニアリングの実践力を改
善させることは、IT ベンダー企業の経営力を
高めるということである。経営環境はこの関
係を補完するものと位置付ける。 
(2)上記の SE 度、経営力、経営環境の関係性
について、短期的な関係性だけでなく、中長
期的な経年変化についても検証する。 
(3)国際比較に基づき、日本のソフトウェア
産業構造の特徴を押さえた上で、ソフトウェ
ア産業への長期的かつ政策的なビジョンを
示唆する。 
 
３．研究の方法 

(1)基礎調査（2005～2007 年度）のデータによ
る、単年度の SE 度、経営力、経営環境に関
する因果構造については、共分散構造モデル
に基づくクロス・セクション分析を行った。 

(2) 複数年度の SE 度に関する関係性につい
ては、基礎調査に回答した 233 社につき重複
を排除して 151 社を特定した上でパネル分析
を行った。 

(3)経営力のデータについては、先に特定した
151 社の財務データ（1999～2008 年度）を信
用調査会社から購入し、SE 度と経営力に関す
る長期的な関係性を解明するため、潜在曲線
モデルに基づくパネル分析を行った。 

(4)経営環境については、ソフトウェア技術者
数、カスタムメード率、顧客基盤などソフト
ウェア産業の規定要因を因子分析して特徴
を探った。また、ベンダー企業の経路依存性
の解明のため、各社の起源に関してメーカー
系・ユーザー系、独立系に類型化し層別分析
を行った。 

(5)国際比較については、日本・米国・中国・
インドの IT 産業協会や公開データを通して
基礎情報を収集し、各国ソフトウェア産業の
比較分析を行った。さらに、日本のソフトウ
ェア産業構造の将来予測の予備分析のため
に、エージェント・ベース・モデリングを用
いて簡易なシミュレーションを行った。 

(6)横幹連合等の産学連携の場において、研究
成果を公表し産業界の識者と討議した。 

 

４．研究成果 

(1) 基礎調査の 2006 年度のデータに基づき、
SE 度に関する因果構造を分析した結果、SE

度を構成する要素の内、人材育成力、プロジ
ェクト管理力、品質管理力が起点となり、顧
客接点力、開発技術力、プロセス改善力、ア
ウトプット力に正の影響を与える構造が実

証された。この因果構造は、2007 年度のデー
タに関しても概ね再現した。また、IT ベンダ
ーをメーカー系・ユーザー系・独立系に分け
て層別分析した結果、これら 3 種類の構造は
大きく異なるが、メーカー系が比較的、全体
データの構造と似ていること等が分かった。 

(2) 経年比較については、基礎調査（2005～

2007年度）に回答したのべ151社を特定し、SE

度に関するパネル分析を行った。分析の結果

、SE度を構成する要素の内、人材育成力、プ

ロジェクト管理力、品質管理力が、顧客接点

力、開発技術力、プロセス改善力、アウトプ

ット力に影響を与える、各年度のデータを用

いて確認されている因果構造が、3年分のデー

タを同時に用いたパネル分析の場合にも概ね

再現した。加えて、2005年度の人材育成力か

ら2006年度の人材育成力への影響等、同じ因

子間の影響が過去から受け継がれる傾向も確

認された。 

(3) 経営力データを加えた経年比較について

は、基礎調査（2005～2007年度）に回答した

IT企業151社の財務データ（1999～2008年度）

を結合したデータ・ベースを作成して、SE度

と経営力について潜在曲線モデルに基づくパ

ネル分析を行った。分析の結果、SE度を構成

する要素の内、人材育成力、プロジェクト管

理力、品質管理力が起点となり顧客接点力、

開発技術力、プロセス改善力、アウトプット力を

向上させ、収益性や安定性等の経営力のレベ

ルや成長に影響を与える因果構造が実証され

た。 

(4) 経営環境については、ソフトウェア技術
者数、カスタムメード率、顧客基盤などソフ
トウェア産業の規定要因を因子分析して SE

度の因果構造と連結した。この結果、ソフト
ウェア技術者数や売上などから抽出された
規模を表す因子が、最上流の人材育成力に大
きく影響し、下流に配置されるその他の SE

度の要素に正の影響を与える構造が判明し
た。 

(5)国際比較については、米国・中国・インド

におけるIT業界の基本情報を収集すると共に

、国際学会での発表、およびインドNASSCOM

での招待講演や最大手IT企業の経営者との会

議、米国での研究打合せ等を通して、日本と

他国の産業構造を比較分析する視点を整理し

た。これらの比較分析に基づき、簡易なエー

ジェント・ベース・シミュレーションを用い

て日本のIT産業の構造に関する将来予測を行

った。シミュレーションの結果、日本のITベ

ンダーによる技術イノベーションへの適応力

や価格設定、オフショア開発への取組みなど

の要因が、日本のIT産業における多重下請構

造に大きな影響を与える状況が示唆された。 



 

 

(6) IT ベンダー企業への社会調査に基づく本
研究課題の結果、および先行する IT ユーザー
企業に関する実証研究結果について、横幹連
合などの場で産学関係者に示し議論を重ね
ながら、今後の社会調査やシミュレーション
における設計科学の可能性について提言し
た。 
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